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これまでの対応報告について

健康管理システム等標準化検討会（第２回）

令和４年３月４日 【資料３】



ベンダ
分科会
（1回）

検討会
（親会）
2回

各WT

（2回）

12月 1月 2月 3月11月

個別検討
WT

（1回）

・標準化の範囲
・標準仕様書（案）検討

・標準化の範囲
・標準仕様書（案）の検討

11月12日（金）
第1回検討会

・標準仕様書（案）の検討

・健康管理システム標
準仕様書（案）【Ｒ４.３
時点版】の決定
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１．検討会開催実績について

・今後の進め方等

３月４日（金）
第2回検討会

12月９日（木）
第1回合同WT

12月16日（木）
ベンダ分科会

・デジタル予診票
のI/Fの検討

２月17日（木）
個別検討WT

○ 11月12日（金）の第１回検討会開催以降に開催した会議体の開催日、構成員様による仕様書確認期間、事務
局による意見集約期間は以下のとおりである

意見集約期間仕様書確認期間凡例

１月24日（月）、25日（金）
第２回予防接種WT

第２回成人検診WT

第２回母子保健WT



２．健康管理システム標準仕様書（案）【Ｒ４.３時点版】について

○ ＷＴ及びベンダ分科会での構成員様からのご意見を踏まえ、標準仕様の前提となりかつ認識の齟齬が発

生しやすいポイントについて、資料「健康管理システム標準仕様書（案）【Ｒ４.３時点版】」として取

りまとめた。

資料「健康管理システム標準仕様書（案）【Ｒ４.３時点版】 」の目次イメージ

第１章 本仕様書について 第３章 機能・帳票要件

１．背景 １．機能・帳票要件

２．目的 （１）標準仕様書作成における前提（関係府省での推進要件）

（１）目指す姿 （２）「○○台帳」の記載について

（２）本仕様書の目的 （３）管理項目について

３．対象 （４）一覧管理機能について

（１）対象自治体 （５）EUC機能の要件について

（２）対象分野 （６）基幹系他システム連携機能について

（３）対象項目 （７）エラー／アラート（チェック条件）の考え方について

４．本仕様書の内容 （８）操作権限管理について

（１）本仕様書の構成 （９）アクセスログ管理について

（２）標準化範囲内の類型 （10）一括処理時の自動化について

（３）調達時の留意点 （11）外部帳票と内部帳票について

（４）健康管理システム特有の調達要件について ２．帳票詳細要件

（５）地方自治体の調達仕様書の範囲との関係 第４章 データ要件・連携要件

（６）本仕様書の改定 １．データ要件・連携要件について

第２章 業務フロー 第５章 非機能要件

１．業務フローについて １．非機能要件について

（１）記載方針 第６章 用語

（２）凡例

2



事業
要件

数
変更
(延)

追加 削除

【共通】 139 104 19 4

【成人保健】対象者管理 27 31 1 0

【成人保健】検診情報管理 26 23 2 0

【成人保健】精密検査情報管理 11 10 0 1

【成人保健】訪問・相談・教育 6 3 0 0

【母子保健】妊産婦管理 55 47 10 2

【母子保健】乳幼児管理 52 35 8 0

【母子保健】教育・相談・訪問・フォロー 9 3 1 0

【母子保健】養育医療管理 27 16 2 5

【予防接種】対象者管理 15 13 3 0

【予防接種】接種情報管理 28 18 1 3

【統計・報告】 7 10 0 0

３．別紙１～４について（機能・帳票要件等）

（別紙２）機能・帳票要件

※機能要件や帳票要件、機能ごとの管理項目を定義
（別紙３）帳票詳細要件

※実装必須の帳票に対する印字項目を定義

帳票数
内容

変更

帳票

追加
削除

2 2 0 0

該当帳票なし

該当帳票なし

該当帳票なし

該当帳票なし

該当帳票なし 1

該当帳票なし

該当帳票なし

3 3 0 0

5 5 1 0

2 2 0 1

該当帳票なし

（別紙１）業務フロー：自治体、ベンダへ共通理解を促すための標準的な運用モデルとして定義

（別紙４）帳票レイアウト：帳票詳細要件で定義した帳票のレイアウトを定義

○ 資料４と別紙１から４をワンセットとして「標準仕様書（案）【Ｒ４.３時点版】」としているが、Ｗ

Ｔ及びベンダ分科会での構成員様からの多数のご意見を事務局にて意見集約の上、反映している。反映状

況は以下のとおりである。

○ データ要件・連携要件の策定状況や、第１グループの検討状況を踏まえて検討・修正等が必要な事項に

ついては、可能な限り全国意見照会前までに対応する必要がある。

3


